
憶良の七夕歌

憶
良
の
七
夕
歌

憶
良
創
始
説
の
再
評
価

大

浦
　
誠
　

士

人

麻
呂
歌
集

七
夕
歌

が
初
期
的
性

格
を

有
す

る
こ

と
は
、
人

麻
呂
歌
集

の
文
学
史
的
位

置
付
け
と

も
絡
み
、
主

に
巻
十
出
典
不

明
七

夕

（
1
）

歌

と

の
比

較

に
お

い
て

確

か
め
ら

れ
て

き
た
。
従
来

の
諸

論
に
よ

っ
て
、
人

麻
呂
歌
集

七
夕
歌

が
出
典
不

明
七

夕
歌
に
先
立

つ
も
の
で

あ

る
こ

と
は
、

ほ

ぼ
明
ち

か
に
さ
れ
た

だ
ろ
う
。
立

秋
以

前
に

逢
え

ぬ
こ
と
を

嘆
く
歌
へ

の
偏
り
、

七
夕
歌
と
し
て

の
自
立
性

の
低

い
歌

が

多
く

あ
る
こ

と
、
類
型
化

の
度
合

い
の
低
さ
、

神
話
と

の
融
合

表
現
と
天

武
朝
の
動
向

な
ど

か
ら
、

私
も
人
麻
呂

歌
集
七
夕
歌

は
出
典
不

明
歌

に
遥

か
に
先
立

つ
も

の
で
あ

る
と
い
う
論

に
賛
成
す

る
一
人
で
あ

る
。
し
か
し
、
人

麻
呂
歌
集

七
夕
歌

の
初
期
的
性

格
が
明
ら

か
に

（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　

（
3
）

さ
れ
た

が
た
め
に
か
え

っ
て
、
森
本
治

吉
、
土
井

光
知
等

に
よ

っ
て
示

さ
れ
た
問
題

は
ク

ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ

る
形
で
残
さ

れ
る
こ
と

と

な

る
。憶

良

の
前

に
は
、
人

麻
呂
も
、

赤
人

も
、

伝
説
の
好
き

な
虫
麻
呂
も

七
夕
の
歌
を
作

ら
ず
、
太

宰
府

の
帥

旅
人
は
憶

良
を
招

い
て

宴

二
五



二
六

を
催
し
な

が
ら

、
七
夕

の
歌

に
は
唱
和
し

な
か

っ
た
。
（
中
略
）
こ
れ
に
よ

っ
て

考
え

る
と
、
七
夕
祭
り
に
歌

を
よ

む
風
流

を
日
本
に

流
行
せ
し
め

ん
と
し
た

の
は
長
安

の
都

か
ら
帰

っ
て

き
た
憶
良
で

あ
っ
て
、
そ

の
最
初

の
歌

は
、
七
〇
九
年

に
人
麻
呂

が
死

ん
で
か

（
4
）

ら
十
五
年
後

に
初
め
て
作

ら
れ
た

の
で

あ
っ
た
。
（
土
居
光

知
「
比
較

文
学
と

『
万

葉
集
』
」
）

人
麻
呂

歌
集
七
夕
歌

の
最
終
歌

（
二

〇
三
三

）
に
付
さ
れ

る
「
此
歌

一
首
庚
辰
年
作

之
」
と

い
う
左

注
の
「
庚
辰

年
」
に
関
し

て
は
、
粂

（
5
）

川
定

一
の
紀
年
記
載

様
式

の
観
点

か
ら

の
考

察
に
よ

っ
て

、
天

武
九
年

（
六
八
〇
年
）

説
に
一
応

の
決

着
を
み

た
。
一
方
、
万

葉
集
の
記

載

に
従
え

ば
、
人
麻
呂

歌
集

七
夕
歌
を
除

い
て

、
作
歌
年
代

の
明
確
な

七
夕
歌

の
最

も
早

い
も

の
は
憶
良
の

養
老
八
年

（
七
二
四

年
）

の

七

夕
歌

で
あ

る
が
、
こ

れ
を
養
老
六
年

、
ま
た

は
七
年

の
誤

り
で
あ

る
と
考
え
て

妬

人

麻
呂
歌
集

七
夕
歌
の
制
作

か
ら
憶
良

七
夕
歌
ま
で
、

（
7

）

お

よ

そ

四

〇

年

間

の

空

白

が

認

め

ら

れ

る

こ

と

に

な

る

。

（
8
）

大
久
保
正
は
人
麻
呂
歌
集
七
夕
歌
を
天
武
朝
の
営
為
と
し
つ
つ
こ
の
空
白
を
問
題
と
し
、
一
応
の
解
答
を
出
し
て
い
る
。
即
ち
、
ま
ず

天
武
朝
に
七
夕
歌
が
詠
ま
れ
得
た
か
と
い
う
疑
問
に
対
し
て
は
、
舒
明
朝
か
ら
天
武
朝
に
か
け
て
の
星
に
関
す
る
関
心
や
知
識
の
高
ま
り

か
ら
、「
七
夕
説
話
が
受
容
さ
れ
る
の
に
極
め
て
ふ
さ
わ
し
い
時
期
で
あ
っ
た
」
と
い
う
。
さ
ら
に
、
七
夕
歌
詠
出
の
場
が
半
ば
私
的
な
場

で
あ
り
、
日
本
固
有
の
地
上
的
発
想
の
た
め
に
七
夕
伝
説
に
対
す
る
関
心
が
急
速
に
薄
れ
て
い
っ
た
と
説
明
す
る
。
大
久
保
の
見
解
は
主

に
七
夕
宴
と
い
う
「
場
」
の
観
点
か
ら
の
も
の
で
あ
り
、
一
つ
の
可
能
性
は
示
し
得
て
い
る
も
の
の
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
説
明
を
要
す

る
で
あ
ろ
う
。
持
統
紀
に
は
七
月
七
日
の
宴
の
記
事
が
二
つ
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
「
懐
風
藻
」
が
養
老
四
年
（
七
二
〇
年
）
に
没
し

た
藤
原
不
比
等
の
七
夕
詩
を
載
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
右
に
い
う
「
空
白
期
」
に
も
七
夕
の
詩
宴
は
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

従
っ
て
七
夕
歌
詠
出
の
場
が
半
ば
私
的
な
場
で
あ
っ
た
た
め
に
、
関
心
が
急
速
に
薄
れ
て
い
っ
た
と
い
う
だ
け
で
は
説
得
力
に
欠
け
る
の

で
あ
り
、
さ
ら
に
表
現
に
即
し
て
、
説
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

人
麻
呂
歌
集
七
夕
歌
の
営
み
が
偏
奇
な
、
革
新
的
な
営
み
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
七
夕
語
彙
が
歌
言
葉
と
し
て
定
着
を
見
て
い
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な

い
あ
り
方
や
、

あ
た
か
も
寄

せ
木
細
工

の
よ

う
な
非
現

実
表
現
・

神
話
的
表
現

と
相
聞
的
表
現

と
の
結
合

の
あ
り
方
な

ど
の
観
点
か
ら

（
9
）

表

現
論
的

に
論
じ

た
こ

と

が
あ
る
。
そ
う
し

た
人

麻
呂

歌
集

七
夕
歌

の
特
異
な
あ

り
方
は
、
七

夕
伝
説
を
初

め
て

和
歌
に
詠

む
際
の
試
行

錯
誤

と
し
て
非
常

に
興
味
深

い
の
で
あ

る
が
、
歌

の
表
現

の
問
題
と
し

て
見

る
と
、

い
か
に
も
不

安
定
な
あ
り
方

を
示
し
て

い
る
の
で
あ

る
。
歌
の
表
現
を
支
え

る
様

式
性

が
確
立

さ
れ
て

い
な

い
の
だ
と
言

い
換
え

て
も
よ

か
ろ
う
。
人
麻
呂

歌
集

七
夕
歌
の
営
み

が
後
世
に
受

け
継

が
れ
て
行

か
な

い
こ
と
を

表
現

の
問
題

と
し
て
説
明
す

れ

ば
そ

の
よ

う
に
な

る
だ
ろ
う
。

（
1
0）

大

久

保

は

さ
ら

に

続

け

て

、

し
か
し
養
老
年
間
に
は
じ
ま
っ
た
憶
良
の
七
夕
歌
の
詠
出
が
、
単
に
天
武
朝
以
来
の
七
夕
歌
の
単
純
な
持
ち
越
し
で
あ
り
、
連
続
で

な
い
こ
と
も
ま
た
以
上
の
叙
述
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
憶
良
に
お
け
る
七
夕
歌
の
詠
出
は
、
七
夕
伝
説
の
再
発
見
で
あ
り
、
そ
の

復
活
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

と
い
う
。
人
麻
呂
歌
集
七
夕
歌
か
ら
憶
良
の
七
夕
歌
へ
の
基
本
的
な
視
点
を
示
し
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
憶
良
の
七
夕
歌
以
後
、
七
夕

歌
が
和
歌
の
世
界
に
定
着
し
て
行
く
こ
と
は
巻
十
の
出
典
不
明
七
夕
歌
の
歌
数
を
見
て
も
、
古
今
集
以
後
の
王
朝
和
歌
で
七
夕
歌
が
一
つ

の
伝
統
と
な
っ
て
ゆ
く
の
を
見
て
も
わ
か
る
こ
と
で
あ
り
、
憶
良
に
よ
る
七
夕
伝
説
の
「
再
発
見
」、
「
復
活
」
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
の
か
、
以
後
の
七
夕
歌
へ
の
視
点
を
確
保
し
つ
つ
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
問
題
は
、
憶
良
以
後
、
天
平
期
を
中
心
と
し
て
七
夕
歌

が
再
び
和
歌
の
世
界
に
登
場
し
、
多
く
の
歌
を
万
葉
集
に
残
す
こ
と
に
な
る
の
は
な
ぜ
な
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
絞
ら
れ
て
く
る
。
そ
う

し
た
問
題
が
、
作
歌
動
機
や
場
に
還
元
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
あ
く
ま
で
和
歌
の
表
現
の
問
題
と
し
て
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

二
　
牽
牛
歌
か
ら
織
女
歌
へ

二

七



二

八

ま

ず
、
こ

れ
ま

で
の
諸

論
に
倣

っ
て

、
人

麻
呂
歌
集

七
夕
歌
と

出
典
不
明

七
夕
歌
と

の
比

較
に
よ

っ
て

、
両

者

の
性
格
を
確
認
す

る
と

こ

ろ
か
ら
始

め
た

い
。

論
を
進
め

る
に
当
た

っ
て

最
初
に
確
認
し

て
お
き

た
い
の
は
、

七
夕
歌

の
作

者
の
問
題
で

あ
る
。
そ

の
大

多
数
は
作

者
名
を
明
ら

か
に

し

な

い
の
で

あ
る

が
、
万

葉
集
中
作

者

が
知
ら

れ
る

の
は
、
人
麻
呂

、
憶

良
、
湯
原
王

、
市
原

王
、
阿
部
継
麻
呂

（
遣
新
羅
大
使
）
、
遣
新

羅

使
人
、
家

持
と
い
ず
れ

も
男
性
で
あ

る
。
本
来
中
国

の
伝
説
で

あ
る
七
夕
伝

説
を
素
材
と
し

て
和
歌
を

詠
む
営
為

に
相

当
な
漢
詩

の
素

養

が
必
要
で

あ
っ
た
こ
と

は
想
像
に

難
く
な

い
。

さ
ら
に
七
夕
歌

詠
作

の
具

体
的
な
場
と
し

て
七
夕

の
詩

宴
を
考
え

る
場
合
、
七
夕
歌

の
介
］）

大

部
分
を
占

め
る
作
者
不

明
歌

の
作
者

と
し
て
、
漢

詩
文
の
素

養
を
持

つ
男

性
律
令
官
人
を

想
定
し
て

お
く

こ
と
は
許

さ
れ
る

だ
ろ
う

。

七
夕
歌

に
は
第
三

者
的

立
場
か
ら
二
星

の
逢
仝
を

う
た
う
歌
（
以
下

第
三
者
歌

）
と
、
二
星

に
な
り
か
わ

っ
て
の
歌
（
以
下
当

事
者
歌
）

と

が
あ
る
こ

と
は
周
知

の
こ

と
で
あ

る
。
歌
の
主

体

が
い
か
な

る
立
場
を
と

っ
て
い
る
か
を

分
類
す
る

際
に
は
、
こ

の
二

種

が
最
も

基
本

的
で
あ
り
、

か
つ
歌

の
質

に
迫
る
鍵
を

握
る
と
思

わ
れ
る

の
で

あ
る

が
、
当

事
者
歌
に
、
牽

牛
の
立
場
で

の
歌

（
以
下

牽
牛
歌
）

と
織
女

の
立
場
で

の
歌

（
以
下
織
女

歌
）
と

が
あ
る
こ
と

は
顧

み
ら
れ
ね

ば
な
ら
な

い
。
先
に
七

夕
歌
の
作
者

に
男

性
律
令

官
人

を
想
定
す

べ
き

こ
と
を
述

べ
た
こ
と
と

も
絡
ん
で
、

注
目
し
て
み

た

い
の
で
あ

る
。
次
に
示

す
の
は
、
人

麻
呂
歌
集

七
夕
歌
と
巻

十
出

典
不
明
七

夕
歌
を

歌
の
主
体

に
よ

っ
て
分
類
し

た
場
合

の
歌
数
で
あ

る
。

人
麻
呂
歌
集

七
夕
歌
　
　

巻
十
出

典
不

明
七
夕
歌

第
三

者
歌
　
8
　
　
　
　

第
三

者
歌
　
1
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

レ

牽
牛
歌
　
　
1
7
　
　
　
　

牽
牛

歌
　
　
1
1

織
女

歌
　
　
9
　
　
　
　

織
女

歌
　
　
2
5
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（
1
2）

当

事
者
歌
　
3
　
　
　
　

当
事

者
歌
　
n
乙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‐
’

ま

ず
気
付
く
こ

と
は
、
人
麻

呂
歌
集

に
お
け
る
牽

牛
の
立
場

へ
の
傾
斜
で

あ
る
。
難
訓
歌
二

〇
三
三
を

除
い
た
三

七
首
の
う
ち

、
牽
牛
歌

が
十
七
首
を
数
え

る
。
さ
ら

に
、
出
典
不

明
歌

の
織
女
の
立
場

へ
の
傾
斜

も
右
に
見

る
如

く
で
、
同
様

に
注
目

に
値
す
る
だ
ろ
う

。
歌

に

即
し

て
み
よ
う

。
人

麻
呂
歌

集
七
夕
歌

の
織
女
歌

は
次
の
六
首

で
あ
る

。

我

が
恋
を
夫

は
知
れ

る
を
行
く
船

の
過

ぎ
て

来

べ
し
や
言

も
告

げ
な

む
（
十
・
一

九
九
八
）

白
玉
の
五
百

つ
集
ひ
を

解
き
も
見

ず
我
は
離

れ
か
て
ぬ

逢
は
む
日
待

つ
に
（
十
・
二

〇

コ

ー）

昶

が
背
子

に
う

ら
恋

ひ
居
れ

ば
天

の
川
夜
船

漕
ぐ
な

る
梶

の
音
聞
こ

ゆ
（
十
・
二
〇

一
五

）

古

ゆ
あ

げ
て
し

服
も

か
へ
り
見

ず
天

の
川
津

に
年

ぞ
経

に
け
る

（
十
・
二

〇
一
九
）

さ
寝
そ
め
て

い
く
だ

も
あ
ら
ね

ば
白
妙

の
帯

乞
ふ

べ
し

や
恋
も
過

ぎ
ね
ば
（
十
・
二

〇
二

三
）

君
に
逢
は
ず
久
し
き
時
ゆ
織
る
服
の
白
妙
衣

垢
付
く
ま
で
に
（
十
・
二
〇
二
八
）

七
夕
当
夜
の
逢
会
の
時
点
で
歌
う
の
は
二
〇
一
五
、
二
〇
二
三
の
二
首
の
み
で
あ
り
、
ほ
か
の
四
首
は
離
れ
て
逢
え
ぬ
こ
と
を
嘆
く
歌
で

（
1
3）

あ
る
。
稲
岡
耕
二
の
指
摘
す
る
「
立
秋
以
前
に
離
れ
て
あ
る
嘆
き
」
を
歌
う
と
い
う
人
麻
呂
歌
集
七
夕
歌
の
特
色
が
想
起
さ
れ
る
。
一
方
、

出
典
不
明
七
夕
歌
の
織
女
歌
に
は
、
逢
会
当
夜
を
う
た
う
歌
、
中
で
も
牽
牛
の
渡
河
を
歌
う
歌
が
圧
倒
的
に
多
く
な
っ
て
い
る
。

○
梶
音
、
浪
、
霧
等
に
よ
り
牽
牛
の
渡
河
を
知
る

君
が
船
今
漕
ぎ
来
ら
し
天
の
川
霧
立
ち
わ
た
る
こ
の
川
の
瀬
に
（
十
・
二
〇
四
五
）

天
の
川
白
波
高
し
我
が
恋
ふ
る
君
が
船
出
は
今
し
す
ら
し
も
（
二
〇
六
一
）
　
　
他
三
例

○
牽
牛
の
渡
河
の
無
事
を
祈
る

秋
風
に
川
浪
立
ち
ぬ
し
ま
し
く
は
八
十
の
舟
津
に
み
舟
留
め
よ
（
十
・
二
〇
四
六
）
　
　
他
二
例

二
九



○
牽
牛
の
着
く
場
所
が
わ
か
ら
な
い

天
の
川
去
年
の
渡
り
瀬
荒
れ
に
け
り
君
が
来
ま
さ
む
道
の
知
ら
な
く
（
十
・
二
〇
八
四
）
　
　
他
一
例

○
牽
牛
の
船
出
を
促
す

渡
り
守
舟
は
や
渡
せ
一
年
に
二
度
通
ふ
君
に
あ
ら
な
く
に
（
二
〇
七
七
）
　
　
他
二
例

三
〇

織
女

の
、
牽
牛

の
渡

河
を
待

つ
待
ち
遠
し

さ
、
焦
り
、

渡
河
を
知

っ
た
喜

び
等
、
様

々
な
心
情

が
牽
牛

の
渡
河
を

め
ぐ

っ
て
う

た
わ
れ

る
。

人
麻

呂
歌
集
七

夕
歌

の
織
女
歌

が
背
後

に
逢
え
ぬ
嘆

き
を
背
負

っ
て

や
や
単
調
な

あ
り
方
を
示
し
て

い
る
の
と
比

べ
た
場
合
、

出
典
不

明

（
1
4）

七

夕
歌
の
織
女
歌

は
歌
数

が
多

い
こ
と

に
も
起
因
し
て

、
そ
の
心
理
描
写

の
点
で
多
彩

さ
を
増
し
て

い
る
と
言
え

よ
う
。
同

様

の
特

徴
は
、

「
引
き
船
」
（
二

〇
五
四

）
、
「

機

の
踏
木
」
（
二

〇
六
二
）
、
「
幣
」
（
二

〇
六
九
）
「
渡
り

守
」
（
二
〇
七
二

・
二

〇
七

七
・
二

〇
八
八

）
な

ど
、

歌
わ
れ
る
素
材
の
多
彩
さ
に
も
見
ら
れ
る
。
出
典
不
明
七
夕
歌
に
お
い
て
は
、
様
々
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
織
女
歌
が
主
流
と
な
る
の
で
あ

る

。一
方
、
人
麻
呂
歌
集
七
夕
歌
の
牽
牛
歌
を
見
る
と
、
逢
え
ぬ
こ
と
を
歌
う
歌
が
約
半
数
を
占
め
、
織
女
歌
に
見
ら
れ
た
特
徴
と
共
通
す

る
面
を
持
つ
の
だ
が
、
残
り
半
数
は
歌
わ
れ
る
時
点
に
も
偏
り
が
な
く
、

・
1

11Ill

八
千
矛
の
神
の
御
代
よ
り
と
も
し
妻
人
知
り
に
け
り
継
ぎ
て
し
思
へ
ば
（
十
・
二
〇
〇
こ

吾
が
待
ち
し
秋
萩
咲
き
ぬ
今
だ
に
も
に
ほ
ひ
に
行
か
な
遠
方
人
に
（
十
・
二
〇
一
四
）

ま
日
長
く
恋
ふ
る
心
ゆ
秋
風
に
妹
が
音
聞
こ
ゆ
紐
解
き
行
か
な
（
十
・
二
〇
ヱ
ハ
）

Ⅳ
　
天

の
川

去
年

の
渡

り
で
移

ろ
へ
ば
川
瀬
を

踏
む
に
夜

そ
更

け
に
け

る
（
十
・
二
〇
一
八

）

V
　
天

の
川

夜
船
を
漕

ぎ
て
明

け
ぬ
と
も

逢
は
む
と
思
へ
や

袖
交
へ
ず
あ

ら
む
（
二

〇
二
〇

）

Ⅶ
　
相
見

ら
く
飽
き
足

ら
ね

ど
も
稲

目
の
明

け
さ
り
に
け

り
船
出
せ

む
妻

（
十
・
二

〇
二
三



憶良の七夕歌

逢
仝

へ

の
意
志
を
歌
う
‥
M
m、
渡
河

の
難
渋
を

織
女
に
訴
え

る
・
w
、
別
れ

の
船
出
の
決
意
を
歌

う
．ｗ
な

ど
、

心
情
面
に

お
い
て
も

多
様

さ

を
見
せ

る
。
単
に
歌

数
の
上
だ
け

で
な
く
、
歌

わ
れ
方

の
点

で
も
人
麻
呂
歌
集

七
夕
歌
は
牽

牛
歌
に
傾
斜
し

て

い
る

の
で
あ
る
。

以

下
、
こ

の
牽
牛
歌

か
ら
織
女
歌

へ
と

い
う
大

き
な
流

れ
を
念
頭
に
置
き

つ
つ
、
憶
良

の
七
夕
歌
に

つ
い
て
考
え
て

い
き
た

い
。

三
　
憶
良
の
七
夕
歌
　
牽
牛
歌
と
織
女
歌

憶
良
の
七
夕
歌
は
、
巻
八
に
十
二
首
（
長
歌
一
首
、
反
歌
二
首
、
短
歌
九
首
）
が
一
括
し
て
載
せ
ら
れ
る
。

山
上
臣
憶
良
の
七
夕
の
歌
十
二
首

①
　
天
の
川
相
向
き
立
ち
て
我
が
恋
ひ
し
君
来
ま
す
な
り
紐
解
き
設
け
な

右
、
養
老
八
年
七
月
七
日
、
令
に
応
ふ
。

一
云
「
川
に
向
か
ひ
て
」
（
八

・
　
一

五

一

八

）

②
　
ひ
さ
か
た
の
天
の
川
瀬
に
舟
浮
け
て
今
夜
か
君
が
我
が
り
来
ま
さ
む
（
八
・
一
五
一
九
）

右
、
神
亀
元
年
七
月
七
日
の
夜
に
、
左
大
臣
の
宅
に
し
て
。

③
　
牽
牛
は

織

女
と
　
天
地
の
　
別
れ
し
時
ゆ
　
い
な
む
し
ろ
　
川
に
向
き
立
ち
　
思
ふ
そ
ら
　
安
け
な
く
に
　
嘆
く
そ
ら
　
安

け

な

く

に
　

青

波

に
　

望

は

絶

え

ぬ
　

白

雲

に
　

涙

は

尽

き

ぬ
　

か

く

の
み

や
　

息

っ

き

を

ら

む
　

か

く

の

み

や
　

恋

ひ

っ

つ

あ

ら

む

さ

丹

塗

り

の
　

小

舟

も

が
も
　

玉

纏

の
　

ま

擢

も

が
も
（
一
に
云
ふ
「
小
棹
も
が
も
」）
　

朝

凪

に
　

い
掻

き

渡

り
　

夕

汐

に
（
一
に
云
ふ
「
夕
べ

に
も
」）
い
漕

ぎ

渡

り
　

ひ

さ

か

た

の
　

天

の

川

原

に
　

天

飛

ぶ

や
　

領

布

か

た

敷

き
　

ま

玉

手

の
　

玉

手

さ

し

交

へ
　

あ

ま

た

夜

も

い

も

寝

て

し

か

も
（
一
に
云
ふ
「
い
も
さ
寝
て
し
か
」）
　

秋

に

あ

ら

ず

と

も
（
一
に
云
ふ
「
秋
待
た
ず
と
も
」）
（
八

・

一

五

二

〇

）

一
一

一

一



反
歌

④
　

風
雲
は
二

つ
の
岸
に
通

へ
ど
も
我

が
遠
妻

の
（
一
に
云
よ
「
愛
し
妻
の
」）
言
そ
通
は

ぬ
（
八
・
一
五
二

こ

⑤⑥⑦⑧⑨

傑

に

も

投

げ
越

し

つ

べ
き

天

の
川

隔

て

れ

ば

か

も

あ

ま

た

す

べ
な

き

（
八

・
［

五

二

二

］

右

天

平

元

年

七

月

七

日

の
夜

に

、

憶

良

、

天

の

河

を

仰

ぎ

見

る

。

一
に
云
は
く
、
帥
の
家
に
し
て
作
る
、
と
い
ふ

秋

風

の

吹

き

に

し

日

よ

り

い

つ
し

か

と

我

が

待

ち

恋

ひ

し

君

そ

来

ま

せ

る

（
八

・

一
五

二

三

）

天

の
川

い

と

川

波

は

立

た

ね

ど

も

さ

も

ら

ひ

難

し

近

き

こ

の

瀬

を

（
八

・

一
五

二

四

）

袖

振

ら

ば

見

も

交

し

つ

べ
く

近

け

ど

も

渡

る

す

べ
な

し

秋

に

し

あ

ら

ね

ば

（
八

・

一
五

二

五

）

玉

か

ぎ

る

ほ

の
か

に

見

え

て

別

れ

な

ば
も

と

な

や

恋

ひ

む

逢

ふ

時

ま

で

は

（
八

・

一
五

二

六

）

右

、

天

平

二

年

七

月

八

日

の

夜

に

、

帥

の

家

に

集

会

ふ

○
　
　”

⑩
　
牽
牛
し
妻
迎
へ
舟
漕
ぎ
出
ら
し
天
の
川
原
に
霧
の
立
て
る
は
（
八
・
一
五
二
七
）

⑩
　
霞
立
つ
天
の
川
原
に
君
待
つ
と
い
行
き
反
る
に
裳
の
裾
濡
れ
ぬ
（
八
・
一
五
二
八
）

⑩
　
天
の
川
浮
き
津
の
波
音
さ
わ
く
な
り
我
が
待
つ
君
し
舟
出
す
ら
し
も
（
八
・
一
五
二
九
）

歌
の
主
体
に
注
目
す
る
と
き
、
憶
良
の
七
夕
歌
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
牽
牛
・
織
女
の
立
場
に
立
っ
て
の
歌
が
多

三
二

い
こ

と

が
ま

ず
指

摘
で
き
る
。
⑩
以
外
の
十
一
首
は
す
べ
て
二
星
の
立
場
で
歌
わ
れ
て
お
り
、
憶
良
の
七
夕
歌
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
憶
良
の

七
夕
歌
を
牽
牛
歌
と
織
女
歌
に
分
け
た
と
き
、
そ
の
両
者
の
間
に
、
大
き
な
性
格
の
違
い
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
憶
良
の
七
夕
歌
を
牽

牛
歌
と
織
女
歌
に
分
け
て
示
す
と
次
の
よ
う
に
牽
牛
歌
五
首
、
織
女
歌
六
首
に
分
け
ら
れ
る
。

（
1
5
）

牽

牛

歌
　

③

（

長

）
　

④

⑤

（

反

）
　

⑦
　

⑧

織
女
歌
　
①
　
②
　
⑥
　
⑨
　
⑩
　
⑩



憶良の七夕歌

右
の
よ
う
に
牽
牛
歌
と
織
女
歌
に
分
け
た
と
き
、
ま
ず
、
歌
わ
れ
て
い
る
時
の
違
い
が
明
確
に
認
め
ら
れ
る
。
織
女
歌
は
す
べ
て
七
月

七
日
当
夜
の
時
に
立
っ
て
、
二
人
の
逢
仝
に
か
か
わ
っ
て
歌
わ
れ
る
の
に
対
し
、
牽
牛
歌
は
③
の
「
秋
に
あ
ら
ず
と
も
」
、
⑧
の
「
秋
に
し

あ
ら
ね
ば
」
に
端
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
秋
な
ら
ざ
る
時
に
立
っ
て
、
逢
え
ぬ
嘆
き
、
逢
仝
へ
の
熱
望
が
歌
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
1
6）

稲
岡
の
言
う
、
人
麻
呂
歌
集
七
夕
歌
に
は
立
秋
以
前
に
逢
え
ぬ
嘆
き
を
歌
う
歌
が
多
く
、
出
典
不
明
七
夕
歌
に
は
七
月
七
日
の
当
夜
の
逢

仝
や
渡
河
に
か
か
わ
っ
て
歌
わ
れ
る
歌
が
多
い
と
い
う
点
か
ら
見
る
と
、
憶
良
の
七
夕
歌
の
牽
牛
歌
は
人
麻
呂
歌
集
七
夕
歌
に
近
く
、
織

女
歌
は
出
典
不
明
七
夕
歌
に
近
い
と
い
え
る
。
憶
良
は
時
代
的
に
も
両
者
の
中
間
に
位
置
し
て
い
る
の
だ
が
、
問
題
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
な

も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
以
下
、
憶
良
の
七
夕
歌
の
牽
牛
歌
、
織
女
歌
の
表
現
を
見
て
い
こ
う
。

四
　
憶
良
の
織
女
歌

憶
良
の
織
女
歌
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
諸
論
で
は
、
巻
十
出
典
不
明
七
夕
歌
と
の
間
に
類
歌
関
係
に
あ
る
歌
が
多
く
、
そ
の
中
に
埋

没
し
て
し
ま
い
そ
う
に
見
え
な
が
ら
、
織
女
の
心
情
表
現
の
面
で
出
典
不
明
七
夕
歌
に
は
見
ら
れ
な
い
達
成
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
き
た
。
ま
ず
そ
の
点
を
確
認
し
て
お
く
。
憶
良
の
織
女
歌
を
巻
十
出
典
不
明
七
夕
歌
に
見
ら
れ
る
類
歌
と
と
も
に
挙
げ
る
と
次
の
よ

う
に
な
る
。（
歌
頭
に
数
字
の
あ
る
歌
が
憶
良
の
七
夕
歌
。
一
段
下
が
っ
て
い
る
歌
が
出
典
不
明
七
夕
歌
で
あ
る
。
ブ

①
　
天
の
川
相
向
き
立
ち
て
吾
が
恋
ひ
し
君
来
ま
す
な
り
紐
解
き
設
け
な
（
八
・
一
五
一
八
）

天
の
川
川
門
に
立
ち
て
吾
が
恋
ひ
し
君
来
ま
す
な
り
紐
解
き
待
た
む
　
一
云
天
の
川
川
に
向
き
立
ち
（
十
・
二
〇
八
四
）

②
　
ひ
さ
か
た
の
天
の
川
瀬
に
舟
浮
け
て
今
夜
か
君
が
吾
が
り
来
ま
さ
む
（
八
・
一
五
一
九
）

三
三



ひ
さ
か
た
の
天
の
川
津
に
舟
浮
け
て
君
待
つ
夜
ら
は
明
け
ず
も
あ
ら
ぬ
か
（
十
・
二
〇
七
〇
）

⑥
　
秋
風
の
吹
き
に
し
日
よ
り
い
つ
し
か
と
吾
が
待
ち
恋
ひ
し
君
そ
来
ま
せ
る
（
八
・
一
五
二
三
）

秋
風
の
吹
き
に
し
日
よ
り
天
の
川
瀬
に
出
で
立
ち
て
待
つ
と
告
げ
こ
そ
（
十
・
二
〇
八
三
）

⑨
　
玉
か
ぎ
る
ほ
の
か
に
見
え
て
別
れ
な
ば
も
と
な
や
恋
ひ
む
逢
ふ
時
ま
で
は
（
八
・
一
五
二
六
）

⑩
　
牽
牛
し
妻
迎
舟
漕
ぎ
出
ら
し
天
の
河
原
に
霧
の
立
て
る
は
（
十
・
一
五
二
七
）
、
、

三
四

君

が
舟
今
漕

ぎ
来
ら
し
天

の
河
霧
立

ち
渡
る
こ

の
河

の
瀬
に

（
十
・
二

〇
四
五

）

天

の
川
八

十
瀬
霧
ら

へ
り
男
星

の
時

待
つ
船
は

今
し

漕
ぐ
ら
し

（
十
・
二
〇
五
三

）

天

の
川
振

り
放
け
見

れ
ば
天

の
河
霧

立
ち
渡

る
君

は
来
ぬ
ら
し

（
十
・
ニ

○

六
八
）

⑩
　

霞

立
つ
天

の
川
原

に
君
待

つ
と

い
行
き

還
る
に
裳

の
裾
濡
れ
ぬ

（
八
・
一
五
二
八

）

⑩
　

天

の
川
浮
き

津
の
波

音
さ
わ
く
な
り
吾

が
待

つ
君
し

船
出
す
ら
し

も
（
八
・
一
五
二

九
）

天

の
川
川

の
音
清
し
牽

牛
の
秋
漕
ぐ

船
の
波

の
騒
き
か

（
十

・
二

〇
四
七
）

天

の
川
白
波

高
し
吾

が
恋
ふ
る
君

が
舟
出
は
今
し

す
ら
し
も

（
十
・
二

〇
六

一
）

②
の
「
今

夜
か
君

が
吾

が
り
来
ま

さ
む
」
と

い
う
七
夕
当

夜
の
牽
牛

の
渡
河

に
対
し
て
発

さ
れ

る
疑
問

あ
る

い
は
不

安
は
、
万

葉
七
夕
歌

（
1
7）

で
唯
一
見

ら
れ
る
も

の
で
あ
り

、
村
山
出
は

そ
こ

に
「
現
実

に
問

い
を
発

す
る
こ
と

に
よ

っ
て
現
実

の
意
味
を

思
索
し
よ
う

と
す
る
憶

良

独
自

の
態

度
」
を
認
め
、
織
女

の
「
内
面

の
ド
ラ

マ
」
の
表
現
と
捉
え

る
。
⑥
で

は
、
「

い
つ
し

か
」
「
待
ち
」
「
恋
ひ
し
」
と
牽

牛
を
待

ち

わ

び
る
織
女

の
心
情

が
急
速
に

高
め
ら
れ
、
「
君

そ
来
ま
せ
る
」

の
喜

び
が
一
段

と
強
め
ら

れ
る
。
ま
た
、
⑩

に
お

い
て

は
、
「
君
待
つ
」

心
情

が
「
行
き
還

る
」

行
為
と

「
裳
の
裾
濡

れ
ぬ
」
と

い
う

事
象
に
よ

っ
て
形
象
化
さ

れ
る
な

ど
、

憶
良
の
七

夕
歌
は
織
女

の
心
情
描
写

に
お

い
て

独
自
性
を
見

せ
て

い
る
。
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類
歌

と
の
関
係

に
お

い
て
見

て
み
よ
う

。
①
に
は
双
方

に
異
伝

が
記

さ
れ
て
お
り

、
編
纂
の
当

時
、
様

々
な

類
歌

が
存

在
し

た
ら
し

い

こ

と
が
想
像
さ

れ
る
。
両

者

の
相
違
点
は

「
設
け
な
」

と
「
待
た

む
」

に
あ
る

の
だ
が
、
出
典
不

明
歌
の
「
待

た
む
」

が
一
般
的
、
抽

象

的

に
織
女
の
心

情
を
述

べ
る
の
に
対
し
、
憶
良
の
織
女
歌

は
、
よ
り
具

象
性
を
持
つ
表

現
と
な

っ
て

い
る
。
「
紐
解
き
設

け
」
る
の
は
共

寝

の
準
備

を
す

る
の
で
あ
り
、
牽

牛
と

の
共

寝
を
心
待
ち

に
し
て
浮
き

立
つ
織
女

の
心
情

が
、
よ

り
生
々
し
く
表

現
さ
れ
て

い
る
。
⑩

は
天

の
川

の
波
に
よ

っ
て
牽
牛

が
渡
河

し
て
来

て
い
る
こ

と
を
知
る
趣
で

あ
る

が
、
出
典
不

明
歌

の
「
白
波
高
し
」

が
視
覚

に
よ

り
、
一
般

的

な
表

現
で
あ

る
の
と
は
異
な

っ
て
、
憶

良
の
歌
は
「
波

音
さ
わ
く
な

リ
」
と
天

の
川

の
波

が
聴
覚
的
に
捉
え

ら
れ
て

お
り
、
織
女

の
感
覚

に
よ

り
即
し

た
表
現
と
な

っ
て

い
る
。

総
じ
て
、

憶
良
の
織
女
歌

は
、
出
典
不
明

歌
に
紛
れ

そ
う
な
ほ
ど

の
類
歌
関
係

を
持
ち
つ

つ
、
織

（
1
8）

女

の
心
情

の
描
写

に
お

い
て

、
出
典
不

明
歌
と
は

一
線
を
画
す

る
具
象
性
を

持
っ
て
い
る

。
「
艶
情

の
詩
趣
」
を
た
た
え

た
歌
と

い
え
よ

う
。

人
麻
呂
歌
集

七
夕
歌
と

の
比
較
に

お
い
て
、
出
典
不

明
七
夕
歌

に
は
織
女
歌

へ
の
傾
斜

が
見
ら
れ
、
織
女

の
心
情
表

現
、
織
女

の
行
為

の
描
写
等

に
多
彩
さ
を
加
え

る
よ
う

に
な
っ
て

い
る
こ

と
は
前

に
述

べ
た

が
、
憶
良
の
織
女
歌

は
そ

の
点

で
は
天
平

期
以

後
の
織
女

歌
の

典
型
で
あ

っ
て
、
憶
良

の
織
女
歌
を
頂

点
と
し

つ
つ
、
そ

の
裾
野
に
出
典
不

明
七
夕
歌

の
織
女

歌

が
広

が
っ
て

い
る
観

が
あ
る

。
出
典
不

明
七
夕
歌

の
製
作
時
期
を

お
よ
そ
天
平

期
と
考
え

る
な
ら
、

憶
良
の
織
女
歌

は
時
代
的
に

も
そ
の
先
頭

に
位
置
す

る
こ
と
に
な

り
、
憶
良

に
お
け

る
達

成
か
ら
出

典
不

明
歌

へ
と
い
う
流

れ
で
理
解
で

き
る
か
も
し

れ
な
い
。

そ
れ
で

は
、
そ

の
よ
う

な
特
徴

を
持
つ
憶
良

の
織
女
歌
、

さ
ら
に
出
典
不

明
歌
の
織
女

歌
と
は
、

ど
の
よ
う
な
質

の
歌
と
捉
え

ら
れ

る

だ
ろ
う

か
。
憶
良

の
織
女

歌
を
見

渡
し
て
気
付

く
こ
と
は
、
「
待

つ
」
「

恋
ふ
」
と

い
う
語

が
キ
ー

ワ
ー
ド
と
な

っ
て
い
る
こ

と
で
あ
る

。

動
詞
「

恋
ふ
」
は
人
麻
呂

歌
集

七
夕
歌
に

お
い
て
も
七
例
用

い
ら
れ
て

お
り
（
名
詞
「

恋
」
も
四
例

、
形

容
詞

「
恋
ひ
し
」

も
一
例
用

い

ら
れ
て

い
る
）
、
人
麻
呂
歌

集
七
夕
歌
以

来
の
キ

ー
ワ
ー
ド

の
一
つ
で
あ

っ
た
ら
し

い
。
一

方
「
待

つ
」
は
、
人

麻
呂
歌
集

七
夕
歌
に
も
四

例
み
ら

れ
る
も

の
の
、
牽
牛

が
「
逢
仝
の
時
」
「
渡
河

の
時
」
「
秋
」
を

「
待
つ
」
と
用

い
ら
れ

る
も
の

が
三
例

を
占
め
、
織
女

が
を
牽
牛

三
五



を
「
待

つ
」
と
歌
わ

れ
る
一
例

も
第
三

者
歌

で
あ

っ
て
、

織
女
の
立

場
か
ら
牽
牛
を

「
待
つ

ろ

が
、

憶
良
の
七
夕
歌

に
お

い
て
は
、
「
吾

が
待

ち
恋
ひ
し
君
」
（
⑥
）
、
「
君
待

つ
と
」
（
⑥
）ゝ　　 ｜

三
六

と
歌

わ
れ
る
歌

は
な

い
の
で

あ
る
。
と
こ

「
吾

が
待

つ
君
」
（
⑩
）
と
用

い
ら
れ

る
だ

け
で
な
く
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
③
の
「
紐
解
き
設
け
な
」
に
は
牽
牛
と
の
共
寝
を
待
ち
こ
が
れ
る
織
女
の
心
情
が
具
象
性
を
持
っ
て
表

現
さ
れ
て
お
り
、
②
で
は
牽
牛
の
渡
河
に
対
す
る
不
安
、
危
倶
を
歌
う
点
に
待
つ
女
の
心
情
の
機
微
が
表
現
さ
れ
て
お
り
、
総
じ
て
憶
良

の
織
女
歌
は
織
女
の
牽
牛
を
「
待
つ
」
心
を
描
き
出
す
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

出
典
不
明
七
夕
歌
に
お
い
て
も
「
待
つ
」
は
九
例
見
ら
れ
、
ナ
ち
六
例
が
織
女
の
立
場
か
ら
牽
牛
を
「
待
つ
」
と
用
い
ら
れ
て
い
る
ほ

か
、
恋
し
け
く
日
長
き
も
の
を
逢
ふ
べ
か
る
夕
だ
に
君
が
来
ま
さ
ざ
る
ら
む
（
十
・
二
〇
三
九
）

し
ば
し
ば
も
相
見
ぬ
君
を
天
の
川
舟
出
は
や
せ
よ
夜
の
更
け
ぬ
間
に
（
十
・
二
〇
四
二
）

秋
風
に
川
波
立
ち
ぬ
し
ま
し
く
は
八
十
の
舟
津
に
み
舟
と
ど
め
よ
（
十
・
二
〇
四
六
）

天
の
川
瀬
毎
に
幣
を
奉
る
心
は
君
を
幸
く
来
ま
せ
と
（
十
・
二
〇
六
九
）

渡
り
守
船
渡
せ
を
と
呼
ぶ
声
の
至
ら
ね
ば
か
も
梶
の
音
の
せ
ぬ
（
十
・
二
〇
七
二
）

な
ど
、
不
安
に
思
い
、
牽
牛
の
無
事
を
祈
り
、
牽
牛
の
船
出
を
促
し
つ
つ
、
牽
牛
が
渡
っ
て
来
る
の
を
待
つ
心
情
の
歌
わ
れ
る
歌
を
多
く

見
出
す
こ
と
が
で
き
、
や
は
り
、
憶
良
の
織
女
歌
と
の
類
同
性
を
指
摘
し
う
る
。「
立
秋
以
前
の
逢
え
ぬ
嘆
き
」
を
歌
う
歌
の
多
か
っ
た
人

麻
呂
歌
集
の
織
女
歌
か
ら
の
こ
の
変
化
を
ど
の
よ
う
に
説
明
す
べ
き
か
、「
待
つ
」
と
い
う
語
に
注
目
し
つ
つ
考
え
て
み
た
い
。

五
　
　「
人
を
待
つ
」
歌
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古
今
和
歌
六
帖
の
第
五
帖
に
は
「
人
を
待
つ
」
と
題
し
て
十
九
首
の
歌
を
載
せ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
五
首
は
万
葉
集
を
出
典
と
し
て
い

る
。
平
安
朝
に
お
い
て
は
和
歌
の
類
題
の
一
つ
と
し
て
定
着
を
み
る
「
人
を
待
つ
」
は
、
万
葉
集
以
来
の
伝
統
を
持
つ
こ
と
が
わ
か
る
。

実
際
そ
れ
ら
の
歌
に
は
人
麻
呂
歌
集
略
体
歌
を
出
典
と
す
る
も
の
が
二
首
あ
り
、
そ
の
由
来
の
古
さ
を
証
し
て
い
る
。
し
か
し
、
万
葉
集

の
「
人
を
待
つ
」
歌
を
見
て
み
る
と
、
万
葉
集
内
部
に
お
い
て
は
、「
人
を
待
つ
」
歌
は
万
葉
集
全
体
に
偏
り
な
く
み
ら
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
次

に
示

す

の
は
万

葉
集

の
作

者
、
時
代
別

の
「
（
人

を
）
待

つ
」
の
用
例

数
で
あ
る
。

初
期
万
葉
　
6
　
　
人
麻
呂
歌
集
　
1
2
　
　人
麻
呂
作
歌
　
1
　
　
第
二
期
　
　
3

山
上
憶
良
　
8
　
　
第
三
～
四
期
　
4
4
　
　大
伴
家
持
　
　
1
　
　
作
者
不
明
　
8
4

こ
こ
で
は
、
時
を
待
つ
、
季
節
の
到
来
を
待
つ
、
花
の
開
花
、
鳥
の
飛
来
等
を
待
つ
歌
は
除
外
し
て
あ
る
。
人
以
外
の
も
の
を
待
つ
歌
で

は
、
相
手
の
「
言
」
を
待
つ
歌
だ
け
が
含
ま
れ
て
い
る
。
右
の
初
期
万
葉
の
六
例
は
巻
二
巻
頭
の
磐
姫
皇
后
の
歌
に
見
ら
れ
、
一
応
初
期

万
葉
に
分
類
し
て
お
い
た
が
、
磐
姫
皇
后
の
歌
は
第
二
期
以
降
の
仮
託
の
歌
で
あ
る
と
い
う
説
が
有
力
で
あ
り
、
初
期
万
葉
の
例
か
ら
は

除
か
れ
る
可
能
性
が
大
き
い
。
時
代
的
に
見
る
と
、
第
三
期
以
降
、
特
に
作
者
不
明
歌
に
集
中
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
で
あ

ろ
つヽ
。
第
三
期
以
降
に
「
人
を
待
つ
」
歌
が
激
増
し
て
来
る
背
景
に
は
ど
の
よ
う
な
要
因
が
あ
る
の
か
。
古
今
集
以
降
は
恋
歌
に
お
い
て
「
人

を
待
つ
」
の
は
例
外
な
く
女
性
で
あ
っ
て
、
男
性
が
通
っ
て
来
る
の
を
待
つ
。
万
葉
集
に
お
い
て
は
、
大
津
皇
子
と
石
川
郎
女
の
贈
答
（
二

二

○
七
、
八
）
を
は
じ
め
男
性
が
女
性
を
「
待
つ
」
と
歌
わ
れ
る
も
の
が
数
首
あ
り
、
そ
れ
自
体
も
面
白
い
問
題
で
あ
る
が
、
他
の
ほ

と
ん
ど
の
歌
は
、
や
は
り
女
性
の
立
場
か
ら
男
性
を
待
つ
、
あ
る
い
は
、
男
性
の
立
場
か
ら
待
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
女
性
の
こ
と
が
歌
わ

れ
ゐ
歌
で
あ
り
、
万
葉
集
の
段
階
で
既
に
「
待
つ
」
の
は
女
性
で
あ
る
と
い
う
観
念
が
出
来
始
め
て
い
る
。
従
っ
て
、
最
も
単
純
な
解
答

三
七



三
八

と
し
て
女
性
作
者
の
増
加
を
考
え
る
こ
と
も
あ
な
が
ち
誤
り
で
は
な
か
ろ
う
。
七
夕
歌
に
お
い
て
出
典
不
明
歌
に
織
女
の
立
場
の
歌
が
増

（
1
9）

え

る
点

に

つ

い
て

、
服

部

喜

美

子

は

七

夕

伝

説

が
次

第

に
女

牲

層

に

浸

透

し

て

、

七

夕

歌

の

作

者

及

び
そ

の
享

受

層

に

女

性

が

増

加

し

た

た
め

で
は
な

い
か
と
述

べ
て

い
る
。
し
か
し
、
憶
良
の
七
夕
歌
に
お
い
て
も
歌
数
で
い
え
ば
織
女
歌
の
方
が
多
く
よ
ま
れ
て
い
る
の
で
あ

り
、
単
純
に
こ
の
現
象
を
女
性
作
者
の
増
加
の
た
め
と
言
い
き
る
こ
と
は
出
来
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
人
を
待
つ
」
歌
の
増
加
す
る
第
三
期
か
ら
第
四
期
に
、
興
味
深
い
歌
が
数
首
見
ら
れ
る
。

安
倍
広
庭
卿
歌
一
首

雨
降
ら
ず
殿
ぐ
も
る
夜
の
ぬ
れ
ぬ
れ
と
恋
ひ
っ
つ
居
り
き
君
待
ち
が
て
り
（
三
・
三
七
〇
）

大
伴
四
綱
宴
席
歌
一
首

何
す
と
か
使
ひ
の
来
っ
る
君
を
こ
そ
か
に
も
か
く
に
も
待
ち
か
て
に
す
れ
（
四
・
六
二
九
）

大
伴
宿
禰
家
持
与
交
遊
別
歌
三
首

け
だ
し
く
も
人
の
中
言
聞
か
せ
か
も
こ
こ
だ
く
待
て
ど
君
が
来
ま
さ
ぬ
（
四
・
六
八
〇
）

十
六
年
甲
申
春
正
月
五
日
諸
卿
大
夫
集
安
倍
虫
麻
呂
朝
臣
家
宴
歌
一
首
　
作
者
未
詳

吾
が
宿
の
君
ま
っ
の
木
に
降
る
雪
の
行
き
に
は
行
か
じ
待
ち
に
し
待
た
む
（
六
・
一
〇
四
一
）

藤
原
宇
合
卿
歌
一
首

吾
が
背
子
を
い
っ
そ
今
か
と
待
っ
な
へ
に
面
や
は
見
え
む
秋
の
風
吹
く
（
八
・
一
五
三
五
）

安
倍
広
庭
卿
は
神
亀
元
年
に
従
三
位
、
同
四
年
中
納
言
に
任
ぜ
ら
れ
て
お
り
、
天
平
四
年
二
月
に
莞
じ
て

六
年
は
天
平
十
六
年
で
あ
る
。
藤
原
宇
合
卿
は
神
亀
二
年
従
三
位
、
天
平
九
年
に
莞
じ
て
い
る
。

い
る
。
一
〇
四

一
番
歌

の
十

す
べ
て
男
性
作
者
に
よ
る
女
性
の
立
場
で
の
「
人
を
待
つ
」
歌
で
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
一
〇
四
一
番
歌
は
「
作
者
未
詳
」
と
さ
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れ
て

い
る

が
、
「
諸
卿
大
夫
」

が
安
倍
虫
麻
呂

の
家
に
集

っ
た
際

の
宴
席
歌
で
あ

る
か
ら
、
作
者

は
や
は
り
男

性
で
あ
ろ
う

。
「
君
待

ち

が

て
り
」
「
何
す

と
か
使
ひ

の
来
つ
る
」
「
君

が
来
ま
さ
ぬ
」
「
面
や

は
見
え
む
」
な
ど
、
相
手

の
男
性
に
対
す

る
反

発
的

な
歌

い
方

が
見
ら
れ
、

（
2
0）

広

い
意
味

で
の
「
女

歌
」
で

あ
る
。
六
八
〇
番

の
家

持
の
歌
で
は
、
「
交

遊
」
は
朋

友
を
意
味
し

、
家
持

が
同

性

の
友
人

に
冷
や

や
か
な
態

度
を
示

さ
れ
て
贈

っ
た
歌

と
推
測

さ
れ
る
の
だ

が
、

後
に
続
く
二
首

な

か
な
か
に
絶

ゆ
と
し
言
は

ば
か
く
ば
か
り
息

の
緒
に
し
て
吾

恋
ひ
め
や

も
（
四

・
六

八
一
）

思

ふ
ら
む
人
に
あ

ら
な
く
に
ね

も
こ
ろ
に
心
尽

く
し
て
恋

ふ
る
吾
か
も

（
四

・
六
八
二

）

を
見
て
も

、
相
手
を
中
傷

す
る
よ
う
な
反

発
的
な
歌

い
方

が
さ

れ
て
お
り
、
女
歌

的
な
歌

わ
れ
方

が
な

さ
れ
て

い
る
こ

と
ほ
ま
ち

が

い
な

い
だ
ろ
う

。
同
様

に
「
宴
席
歌

」
「
宴
歌
」
と
題

詞
に
示

さ
れ
る
歌
も
、
実
際

に
は
宴
に
参
列
し

て

い
な

い
人

を
待

つ
歌

、
宴

に
は
参
列
せ

ず
使

い
を
よ

こ
し
た
人

へ
の
恨
み

ご
と
の
歌
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う

が
、
歌
そ

の
も
の
は
女
歌

の
発
想
・
表

現
を
も

っ
て

歌
わ
れ
て

い
る
。

女

性
の
立
場

を
と
る
こ

と
に
よ

っ
て
、

本
来
女
歌

の
持
つ
反

発
的

で
あ
り

つ
つ
、

ま
た
反
発

的
で
あ
る

が
た
め
に
相
手

へ
の
思

い
が
こ
め

ら
れ
る

と
い
う
性
格

の
た
め
に
、

一
首

が
全
く
嫌

味
の
な

い
社
交

の
歌
と
な
り
え

て

い
る

の
で
あ
ろ
う

。
三

七
〇
番
歌

は
宴
席

の
歌

と
は

記
さ
れ
な

い

が
、
『
全
注
』
（
西
宮

一
民

）

が

今

の
歌
は
、
男
を

待
つ
女

の
歌

と
は
言

い
な

が
ら
、
作
者

が
男
で
あ

る
ば
っ
か
り
に

、
女
を
待
た
せ

る
男

の
、
し
ょ

っ
て

る
わ
ね
と

言
わ

せ
ん

ば
か
り

の
、
格
好

の
良
さ

が
あ

る
と
し

て
、
そ

れ
が
老
い
ら
く

の
恋
の
作
者

で
あ

っ
て
み

れ
ば
、
そ

の
宴
席
で

の
喝

釆
は

目

に
見
え

る
よ
う

で
あ
る
。

と
述

べ
て

い
る
よ
う

に
、
や
は
り

宴
席
で
の
歌
と
見

る

べ
き
で
あ

る
。
一
首
に

は
ひ
と
り
家

で
男
を
待
ち

つ
つ
悶

々
と
時
を
過

ご
す

女
性

の
心
象

が
「
雨
降
ち

ず
と
の
曇

る
夜
の
」
と

い
う

序
に
現
わ
れ
て

お
り
、

宴
席
で
の
座
興

の
歌
だ

っ
た

の
だ
ろ
う

。

男
性
作

者
に
よ
る

「
待

つ
」
女

の
歌

が
第
三
期

か
ら
第
四
期

に
か
け
て
見
ら

れ
る
こ
と

は
、
第
三
期
以
降

「
人
を
待

つ
」
歌

が
急
に
増

三
九



四
〇

加
し
て
く

る
こ
と
と

か
か
わ
り

が
あ

る
と
思
わ
れ

る
。
巻
十
、

十
一
、
十
二

な
ど
の
作
者
不

明
歌
に
集
中
し

て
見

ら
れ
る
「
人
を

待
つ
」

女
性
の
立
場

の
歌
の
中

に
は
、
右

の
よ
う
な
男
性
作

者
の
歌

が
予

想
以
上

に
多
く
含
ま

れ
て

い
る

の
で

は
な

い
か
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ

’台
。憶

良

の
織

女
歌
は
当
然

、
男
性
作

者
に
よ
る
女

性
の
立
場
で

の
歌
で
あ

る
。
憶
良
の
織

女
歌

が
七

夕
伝
説
そ

の
も
の
を
歌
う
こ

と
に
重

点
を
置

か
ず
、
七
夕
伝

説
の
枠

の
中

で
牽
牛
を
待

つ
女
で
あ

る
織
女

の
心
情
の
描
写
に

お
い
て
達
成
を
見

せ
て

い
る
こ
と
を
さ

き
に
確
認

し

た

が
、

そ
れ
は
ま
さ

に
宴
席
で

の
男
性
作
者

に
よ
る
女
性

の
立
場
で

の
歌

と
重
な
り
あ

う
性
格
な

の
で
あ

る
。

憶
良

の
七
夕
歌
に
は

、「
右

養
老
八
年
七
月

七
日
応
令
」
「
右

神
亀
元
年

七
月
七
日
夜
左

大
臣
宅
」
「
右

天
平
元

年
七
月
七
日

夜
憶
良
仰

観

天

河
　
T

ム
帥
家
作
」
「
右
天
平
二

年
七
月
八

日
夜
帥
家
集

会
」
と
七
月

七
日
（
八
日

）
の
七
夕

の
宴
で

の
作
で
あ

る
こ
と
を
明
示

す
る
左

注

が
記

さ
れ
て

い
る
。
万

葉
集
中

憶
良
の
七
夕
歌

の
み

が
七
夕
の
宴
と

い
う

歌
の
場
を

明
示

し
て

い
る
こ
と
は
顧

み
ら
れ
て
よ

い
で
あ

ろ

う
。
憶
良

の
七
夕
歌

に
お

い
て
、

七
夕
歌
は
宴

席
歌
と
し
て

の
性
格
を
よ

り
強
め
、
新
し

い
七
夕
歌

の
伝
統
を
作

り
出
し
た

の
で
は
な

か

ろ
う

か
。
憶
良

の
織
女

歌
に

お
け
る
達
成
は
、

第
三

期
以
降

、
宴
席

に
お
い
て
男
性
作

者
に
よ

る
女

性
の
立
場

で
の
歌

が
好

ん
で
詠
ま
れ

る
よ
う

に
な

っ
た
こ

と
と
大
き
く

関
係
す
る
も

の
と
思
わ

れ
る
。

原

理
的
に
宴
は

「
も
ど
き
」

と
し

て
の
性

格
を
持

つ
。
神
祭
り
に

お
け
る
、
来
臨
す

る
神
と

そ
れ
を
迎
え

る
側

と
の
関
係
を

も
ど
く

の

が
宴
で

あ
る
。
第
三
期
以

降

の
宴
の
歌
に
、
男

性
作
者
に
よ

る
女
性

の
立
場
で
の
待

つ
歌

が
詠
ま

れ
る
こ
と

の
根
底
に
は
、

神
の
来
臨
を

（
2
1）

待

つ
巫

女
の
発
想
を

見
て

お
か
な
け
れ

ば
な
ら

な

い
の
で

あ
ろ
う
。

七
夕
の
行
事

が
宴
の
形
を
と

る
と
き
に

は
、
そ
こ
に
は

折
口
信
夫

の

言
う
、

来
臨
す

る
神
と
そ
れ
を

迎
え
る
水
辺

の
女
、
と

い
う

構
図
を

想
定
す

べ
き
も

の
と
思
わ
れ

る
。
憶
良

の
織
女
歌
に
見

ら
れ
る

「
待

つ
」
女

の
心
情
描
写

に
お
け

る
達
成
は
、
そ

の
よ
う
な

宴
の
論
理

の
中

で
理
解
し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
憶

良
に
お

い
て
織

女
歌
は
、

新

し

い
形

を
も

っ
て
再

生
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

憶
良
の
織
女
歌

は
、
時
代

的
に
は
そ
う
し

た
宴
に

お
け
る
女
性

の
立
場
の
歌

の
始

発
に
位
置
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し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
憶
良
に
よ
る
新
し
い
織
女
歌
か
ら
の
一
方
的
な
影
響
関
係
で
説
明
で
き
る
か
ど
う
か
は
保
留
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
む
し
ろ
宴
席
歌
の
大
き
な
動
向
の
中
で
両
者
を
捉
え
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
大
き
な
歌
の
動
向
に
根
ざ
し
た
発
想
・

表
現
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
憶
良
の
織
女
歌
は
和
歌
の
形
と
し
て
の
安
定
を
獲
得
し
、
出
典
不
明
七
夕
歌
へ
と
継
承
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ

る
。

六
　
憶
良
の
牽
牛
歌

憶
良
の
織
女
歌
は
そ
の
心
情
表
現
に
特
徴
が
見
ら
れ
、
宴
席
歌
と
し
て
の
七
夕
歌
の
新
た
な
伝
統
の
始
発
で
あ
っ
た
が
、
同
様
な
こ
と

は
憶
良
の
牽
牛
歌
に
も
当
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
か
。
憶
良
の
牽
牛
歌
は
秋
以
外
の
時
に
立
っ
て
織
女
に
逢
え
ぬ
嘆
き
を
歌
う
。
さ
き
に
見

た
織
女
歌
が
す
べ
て
七
月
七
日
の
逢
会
に
か
か
わ
っ
て
歌
わ
れ
る
の
と
は
対
照
的
で
あ
り
、
そ
の
点
で
は
出
典
不
明
七
夕
歌
で
は
な
く
人

麻
呂
歌
集
七
夕
歌
に
近
接
す
る
特
徴
を
示
し
、
織
女
歌
と
の
歌
の
質
の
違
い
を
予
感
さ
せ
る
。

表
現
に
即
し
て
見
て
い
こ
う
。
ま
ず
、
憶
良
の
牽
牛
歌
の
う
ち
短
歌
形
式
を
と
る
も
の
は
、
反
歌
二
首
も
含
め
て
四
首
の
う
ち
三
首
が

第
三
句
に
逆
説
の
接
続
助
詞
「
ど
も
」
を
据
え
て
い
る
。

風
雲
は
二
つ
の
岸
に
通
へ
ど
も
我
が
遠
妻
の
言
そ
通
は
ぬ
「
八
・
一
五
二
」
）

天
の
川
い
と
川
波
は
立
た
ね
ど
も
伺
候
ひ
が
難
し
近
き
こ
の
瀬
を
（
八
・
一
五
二
四
）

袖
振
ら
ば
見
も
交
は
し
つ
べ
く
近
け
ど
も
渡
る
す
べ
な
し
秋
に
し
あ
ら
ね
ば
（
八
・
一
五
二
五
）

い
ず
れ
も
第
三
句
ま
で
に
織
女
と
の
逢
会
や
「
言
」
の
交
換
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
と
見
え
る
要
素
が
歌
わ
れ
、
逆
説
の
「
ど
も
」
を
は
さ
ん

四

－



四

二

（
2
2）

で

、
第
四
句

と
結
句
に

逢
い
難
さ

が
歌

わ
れ
る
構
成
を

と

っ
て

い
る
。
右
の
波
線
部

は
傍
線
部

の
「
嘆
き

の
反

措
定
」

と
し

て
提
示

さ
れ

て

お
り
、
牽
牛

の
内
面

の
葛

藤
、
現
実
を
受

け
入
れ

ら
れ
な

い
嘆

き

が
そ

の
構
成

に
よ

っ
て
描

き
出
さ
れ

る
。
同
様
な
構

成
は

「
ど
も
」

を

持
た
な

い
も
う

一
首

の
反

歌
、

榛
に
も
投
げ
越
し
つ
べ
き
天
の
川
隔
て
れ
ば
か
も
あ
ま
た
す
べ
な
き
（
八
・
一
五
二
二
）

に
も
指
摘
で
き
る
。
天
の
川
を
石
の
傑
を
投
げ
れ
ば
投
げ
越
せ
そ
う
な
ほ
ど
の
小
さ
な
川
と
し
な
が
ら
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
越
え
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
い
う
嘆
き
が
強
調
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
類
似
し
た
構
成
を
持
つ
歌
は
、

天
の
川
遠
き
渡
り
は
な
け
れ
ど
も
君
が
舟
出
は
年
に
こ
そ
待
て
（
十
・
二
〇
五
三
）

を
見
出
せ
る
の
み
で
あ
り
、
憶
良
の
牽
牛
歌
特
有
の
構
成
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
ほ
か
の
七
夕
歌
に
お
い

ち
な
が
ら
、

天
の
川
波
は
立
つ
と
も
我
が
舟
は
い
ざ
漕
ぎ
出
で
む
夜
の
更
け
ぬ
間
に
（
十
・
二
〇
五
九
）

天
の
川
瀬
ゞ
に
白
波
高
け
ど
も
た
だ
渡
り
来
ぬ
待
た
ば
苦
し
み
（
十
・
二
〇
八
五
）

て
は
同
じ
く
逆
説
を
歌
中
に
持

な
ど
、
前
半
に
逢
仝
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
要
素
を
歌
い
つ
つ
、
後
半
で
渡
河
の
決
意
が
歌
わ
れ
て
お
り
、
憶
良
の
牽
牛
歌
に
見
ら

れ
た
「
嘆
き
の
反
措
定
」
と
し
て
の
逆
接
表
現
と
は
正
反
対
の
構
成
を
と
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
。

短
歌
形
式
を
と
る
憶
良
の
牽
牛
歌
に
お
い
て
は
、「
ね
じ
れ
の
構
造
」
と
も
言
う
べ
き
表
現
構
造
に
よ
っ
て
、
牽
牛
の
心
情
が
描
き
出
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
同
じ
く
心
情
表
現
に
特
徴
を
見
せ
な
が
ら
も
、
憶
良
の
織
女
歌
が
織
女
の
待
つ
心
を
直
截
に
表
現
す
る
の
と

は
異
な
る
方
法
と
言
え
よ
う
。
前
項
ま
で
に
見
た
憶
良
の
織
女
歌
の
、
牽
牛
を
待
つ
心
情
の
描
写
と
比
較
し
た
と
き
、
憶
良
の
牽
牛
歌
は
、

同
じ
く
牽
牛
の
心
情
の
表
出
に
傾
斜
し
な
が
ら
も
、
質
的
相
違
を
予
感
さ
せ
る
。
以
下
、
憶
良
の
牽
牛
歌
が
い
か
な
る
発
想
の
も
と
に
詠

ま
れ
、
そ
の
表
現
が
い
か
に
成
り
立
っ
て
い
る
の
か
を
考
え
て
行
き
た
い
。
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筑

前

守

在

任

時

代

、

天

平

元

年

に

、

憶

良

は

太

宰

帥

大

伴

旅
人

の
邸

宅

で

、

唯

一

の

七

夕

長

歌

を

詠

ん

で

い

る

。

憶

良

研

究

の

中

で

の

（
2
3）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
2
4）

七

夕

長

歌

の
論

で

は

、

中

西

進

が
憶

良

帰

化

人

説

と

の

か

か

わ

り

で

論

じ

て

い
る

の

と

、

稲

岡

耕

二

が

日

本

挽

歌

と

の
か

か

わ

り

で

論

じ

て

い

る

も

の

と

が
目

を

引

く

。

中

西

は

長

歌

に

見

ら

れ

る

「

朝

凪

に

…

…

夕

潮

に

…

…

」

と

い
う

表

現

は
万

葉

集

の

用

例

に
照

ら

し

て

海

の
イ

メ

ー

ジ
を

持

つ

表

現

で

あ

り

、

長

歌

の
よ

ま

れ

た

太

宰

府

か

ら

玄

界

灘

を

隔

て

た

彼

岸

の

「

祖
国

に

あ

る

は

ず

の
親

し

き

人

々

へ

の

思

慕

と

、

そ

の
地

へ

の

渡

海

の
願

望

」

を

根

源

に

持

つ
幻

風

景

が
天

の
川

の

景

と

重

ね

ら

れ

た

と

推

測

す

る

。

稲

岡

は

日

本

挽

歌

を

憶

良

白

身

の

亡

妻

の
哀

傷

歌

と

見

る

立

場

か

ら

、

憶

良

が
妻

を

な

く

し

た

と
思

わ

れ

る

天

平

元

年

の
長

歌

に

見

ら

れ

る

隔

絶

へ

の

嘆

き

の
強

調

を

、

自
己

の

内

心

の
悲

し

み

の
投

影

と

捉

え

て

い
る

。

い

ず

れ

も

長

歌

に

見

ら

れ

る

逢
え

ぬ

嘆

き

と

渡

河

の
熱

望

か

ら

の
立

論

で

あ

る

が

、

憶

良

七

夕

歌

の
詠

出

さ

れ

た

場

の

半

ば

公

的

な

性

格

を

考

え

る

と

、

長

歌

の

表

現

を

憶

良

の
内

心

の
悲

し

み

や

願

望

か

ら

の

み

説

明

す

る

こ

と

に

は

や

や

疑

問

を

感

じ

る

。

憶

良

の
七

夕

長

反

歌

は

、

主

に

憶

良

の
作

家

論

的

研

究

の
中

で

論

じ

ら

れ

、

様

々
な

表

現
上

の

特

徴

が

指

摘

さ

れ

て

き

た

の

だ

が
、

そ

の

表

現

を

憶

良

と

い
う

個

人

の

閲

歴

や

体

験

に

追

い

込

む

こ

と

な

く

、

歌

の
表

現

の
質

の
問

題

と

し

て

考

え

て

み

る

こ

と

が

必
要

で

あ

ろ

う

。

ま

ず

長

歌

に

つ

い

て

考

え

た

い
。

こ

の

長
歌

は

、

漢

詩

文

の

影

響

、

古

詞

章

の
利

用

、

対

句

の
問

題

、

人

称

の

転

換

な

ど

、

多

く

の

問

題

を

持

つ

歌

で

あ

る

。

冒

頭

の

表

現

か

ら

見

て

い
こ

う

。

牽

牛

は
　

織

女

と
　

天

地

の
　

別

れ
し

時

ゆ
　

い
な

む

し

ろ
　

川

に

向

き

立

ち

憶

良

の

長

歌

は

一

首

の
内

部

に

人

称

の
転

換

を

有

す

る

。

右

の
冒

頭

の

部

分

が
第

三

者

的

立

場

で

歌

わ

れ

、

続

く

「
思

ふ

そ

ら
　

安

け

な

く

に
　

嘆

く

そ

ら
　

安

け

な

く

に

」

以

後

、

牽

牛

の
立

場

で

歌

わ

れ

る

。

伊

藤
博

は

七

夕

歌

詠

出

の

場

に

、

第

三

者

的

立

場

の
歌

に

お

い

て

主

題

を

提

示

し

、

そ

の

後

に

当

事

者

の

立

場

に

た

っ
て

二

星

の

思

い
を

歌

う

と

い
う

一

つ

の

「
社

会

的

様

式

」

が

あ

っ
た

と

い

い

、

そ

の

典

型

的

な

例

と

し

て

こ

の

憶

良

の
長

歌

を

あ

げ
て

い

る

。

伊

藤

が
さ

ら

に

人

麻

呂

歌

集

七

夕

歌

と

出

典

不

明

七

夕

歌

を

そ

の
観

点

か

四
三



四
四

ら
歌
群
に
分
け
る
こ
と
に
は
同
調
し
か
ね
る
が
、
記
紀
の
歌
謡
の
主
体
の
転
換
を
持
つ
歌
や
序
詞
か
ら
人
事
部
に
転
換
し
て
行
く
歌
謡
の

構
成
な
ど
を
見
る
と
、
第
三
者
的
立
場
で
主
題
を
捉
示
し
、
当
事
者
的
立
場
へ
と
転
換
す
る
と
い
う
詠
法
は
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の

冒
頭
の
六
句
で
は
、
牽
牛
星
と
織
女
星
が
天
地
開
聞
の
昔
か
ら
天
の
川
を
隔
て
て
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
、
七
夕
伝
説
の
基
本
的
な
枠
組

が
提
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

類
似
し
た
歌
い
だ
し
は
巻
十
の
出
典
不
明
七
夕
長
歌
の
二
首
に
。

天
地
の
　
初
め
の
時
ゆ
　
天
の
川
　
い
向
ひ
居
り
て
　
一
年
に
　
二
度
逢
は
ぬ
　
…
…
（
十
・
二
〇
八
九
）

天
地
と
　
別
れ
し
時
ゆ
　
ひ
さ
か
た
の
　
天
つ
印
と
　
定
め
て
し
　
天
の
川
原
に
　
…
…
（
十
・
二
〇
九
二
）

と
も
見
ら
れ
る
。
周
知
の
よ
う
に
こ
う
し
た
歌
い
だ
し
を
持
つ
の
は
人
麻
呂
の
日
並
皇
子
挽
歌
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
「
天
地
の
　
初
め
の

時
ゆ
　
ひ
さ
か
た
の
　
天
の
川
原
に
」（
二

二

六
七
）
と
歌
い
だ
さ
れ
る
。
中
西
進
は
憶
良
の
長
歌
が
こ
れ
ら
の
冒
頭
と
似
通
っ
た
歌
い

だ
し
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
憶
良
の
七
夕
歌
に
も
何
ら
か
の
儀
礼
的
伝
統
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
、「
古
来
伝
承
と
し
て
存
し
た
、
機
を

織
る
物
語
が
こ
れ
に
付
託
さ
れ
、
古
物
語
と
し
て
の
権
威
を
も
っ
て
七
夕
の
夜
に
宮
廷
歌
風
に
歌
わ
れ
た
」
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て

（
2
5

）

い

る

。

た
だ
、
こ
れ
ら
の
冒
頭
の
表
現
を
比
べ
た
と
き
、
憶
良
の
長
歌
に
は
大
き
な
特
徴
が
見
出
せ
る
。
そ
れ
は
「
天
地
の
別
れ
し
時
ゆ
」

の
置
か
れ
る
位
置
で
あ
る
。
他
の
三
首
が
い
ず
れ
も
冒
頭
に
置
く
の
に
対
し
て
、
憶
良
の
長
歌
で
は
「
牽
牛
は
　
織
女
と
」
と
歌
い
だ
さ

れ
、
第
三
・
四
句
に
「
天
地
の
　
別
れ
し
時
ゆ
」
が
置
か
れ
の
で
あ
る
。
こ
の
歌
い
た
し
は
儀
礼
歌
的
伝
統
の
影
響
と
い
う
以
上
に
、
憶

良
の
意
図
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。
憶
良
は
「
天
地
の
別
れ
し
時
ゆ
」
と
い
う
、
宮
廷
儀
礼
歌
の
荘
重
な
詞
句
を
利
用
し
つ
つ
も
、
敢
え
て

冒
頭
に
置
く
こ
と
を
せ
ず
、「
ヒ
コ
ホ
シ
」
と
「
タ
ナ
バ
タ
ツ
メ
」
の
提
示
を
冒
頭
に
据
え
た
の
で
あ
る
。

織
女
星
・
牽
牛
星
に
対
す
る
、
タ
ナ
バ
タ
ツ
メ

ー
ヒ
コ
ホ
シ
と
い
う
呼
称
が
天
上
の
貴
人
と
そ
の
来
臨
を
待
つ
高
貴
な
女
性
を
表
現
す

る
和
語
と
し
て
人
麻
呂
歌
集
七
夕
歌
の
営
み
の
中
で
獲
得
さ
れ
た
呼
称
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
う
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し
て
獲
得
さ
れ
た
呼
称
は
、
歌
言
葉
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
の
蓄
積
を
伴
い
つ
つ
、
奈
良
朝
の
七
夕
歌
に
七
夕
語
彙
と
し
て
受
け
継
が
れ
て

（
2
6）

行
く
の
で
あ
る
。
憶
良
は
、
七
夕
伝
説
を
長
歌
に
仕
立
て
る
に
当
た
っ
て
、
人
麻
呂
歌
集
七
夕
歌
の
獲
得
し
た
七
夕
語
彙
を
冒
頭
に
据
え
た

の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、
伝
統
を
利
用
し
つ
つ
七
夕
伝
説
に
長
歌
と
し
て
の
形
を
与
え
よ
う
と
す
る
憶
良
の
並
々
な
ら
ぬ
意
識
が
読
み

取
れ
る
と
同
時
に
、
そ
う
し
た
伝
統
の
蓄
積
を
根
底
に
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
可
能
と
な
る
と
い
う
、
和
歌
の
基
本
構
造
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

続
い
て
「
思
ふ
そ
ら
　
安
け
な
く
に
　
嘆
く
そ
ら
　
安
け
な
く
に
」
以
下
、
第
七
句
か
ら
二
六
句
ま
で
は
、
五
つ
の
対
句
が
重
ね
ら
れ

る
。
そ
れ
ら
の
対
句
の
う
ち
、「
青
波
に
…
…
白
雲
に
…
…
」
に
つ
い
て
は
漢
詩
文
の
影
響
を
受
け
た
色
対
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の

他
は
す
べ
て
繰
返
し
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
対
句
に
つ
い
て
は
、
古
詞
章
の
利
用
が
多
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

思
ふ
そ
ら
　
安
け
な
く
に
　
嘆
く
そ
ら
　
安
け
な
く
に
　
さ
丹
塗
の
　
小
舟
も
が
も
　
玉
纏
き
の
　
ま
梶
も
が
も

に
つ
い
て
は
、
巻
十
三
の
泊
瀬
歌
謡
圏
に
伝
承
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
川
を
隔
て
て
の
恋
の
伝
承
歌
や
、
同
じ
く
巻
十
三
の
挽
歌
、

見
渡
し
に
　
妹
ら
は
立
た
し
　
こ
の
方
に
　
我
は
立
ち
て
　
思
ふ
そ
ら
　
安
け
な
く
に
　
嘆
く
そ
ら
　
安
け
な
く
に
　
さ
丹
塗
の

小
舟
も
が
も
　
玉
纏
き
の
　
ま
梶
も
が
も
　
漕
ぎ
渡
り
つ
つ
も
　
語
ら
ふ
妻
を
（
十
三
・
二
二
九
九
）

投
ぐ
る
さ
の
　
遠
ざ
か
り
居
て
　
思
ふ
そ
ら
　
安
け
な
く
に
　
嘆
く
そ
ら
　
安
け
な
く
に
　
…
…
（
十
三
・
三
三
三
〇
）

が
挙
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
、
巻
九
の
高
橋
虫
麻
呂
の
「
鹿
島
郡
苅
野
橋
別
大
伴
卿
歌
」
の

・

参

・

・

・
1

さ
丹
塗
の
　
小
舟
を
設
け
　
玉
纏
き
の
　
小
梶
も
し
じ
貫
き
　
…
…
（
九
・
一
七
八
〇
）

と
の
類
句
関
係
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

天
飛
ぶ
や
　
領
巾
か
た
敷
き
　
ま
玉
手
の
　
玉
手
さ
し
交
へ

に
お
い
て
は
古
事
記
「
神
語
り
」
の
神
謡
、

四
五



…
…
沫
雪
の
　
若
や
る
胸
を

拷
綱
の
　
白
き
腕
　
素
手
抱
き

た
　
だ
　
　
ま
な

手

抱

き

抜

か

り
　

ま

玉

手

の

玉
手
さ
し
枕
き

四
六

も

も
な

が

股

長

に

寝
を

し
寝
せ
　
豊
御
酒
献
ら
せ
（
記
5
）

と
の
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
一
見
、
独
自
性
が
見
ら
れ
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
ほ
ど
の
古
詞
章
の
利
用
な
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を

単
な
る
模
倣
と
し
て
見
過
ご
し
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
憶
良
の
七
夕
長
歌
に
見
ら
れ
る
古
詞
章
の
利
用
の
仕
方
に
は
一
定
の
方
向
性
が

見
ら
れ
、
憶
良
の
七
夕
長
歌
詠
出
の
方
法
が
現
わ
れ
て
い
る
。
憶
良
の
利
用
し
て
い
る
詞
章
は
い
ず
れ
も
お
そ
ら
く
当
時
の
貴
族
社
会
に

お
い
て
伝
承
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
伝
承
歌
、
伝
説
歌
の
類
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
詞
章
の
背
負
う
「
伝
承
の
記
憶
」
と
で
も
言
う
べ
き

も
の
に
よ
っ
て
、
憶
良
の
七
夕
長
歌
は
イ
メ
ー
ジ
の
厚
み
を
持
た
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
こ
こ
で
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
、
憶
良
の
七
夕
長
歌
は
、
七
夕
伝
説
を
長
歌
と
い
う
形
式
で
歌
っ
た
最
初
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
人
麻
呂
歌
集
七
夕
歌

は
す
べ
て
短
歌
形
式
を
と
っ
て
お
り
、
長
歌
は
一
首
も
見
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
、
憶
良
以
前
に
は
、
七
夕
伝
説
を
長
歌
に
詠
む
伝
統
は
な

か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
憶
良
は
漢
土
伝
来
の
伝
説
に
長
歌
と
し
て
の
形
を
与
え
、
そ
こ
に
イ
メ
ー
ジ
の
厚
み
を
持
た
せ
る

た
め
に
、
伝
承
歌
の
詞
章
を
利
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
見
独
自
性
を
欠
く
か
に
見
え
る
古
詞
章
の
利
用
は
、（
そ
れ
が
歌
と
し
て
成
功
し

て
い
る
か
否
か
は
別
と
し
て
）
憶
良
の
方
法
と
し
て
見
直
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

憶
良
が
七
夕
長
歌
を
伝
説
歌
風
に
仕
立
て
よ
う
と
し
た
と
思
わ
れ
る
徴
証
は
他
に
も
見
出
せ
る
。「
天
飛
ぶ
や
　
領
巾
か
た
敷
き
」
が
そ

れ
で
あ

る
。

と

が
多

い
が
ゝ　　 ¬

領
巾
」
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
「
女
子
が
頚
か
ら
肩
に
か
け
て
垂
れ
る
布
」
（
大
系
頭
注
）
と
実
体
的
な
説
明
が
さ
れ
る
こ

万
葉
集
中
で
の
「
領
巾
」
の
用
法
を
見
る
と
、
特
徴
的
な
用
い
ら
れ
方
を
し
て
い
る
。
当
該
歌
以
外
の
「
領
巾
」
の
用
例

は
、
枕

詞
の
例
五
例
（
タ
ク
ヒ

レ
ノ
四

例
、
ホ
ソ
ヒ

レ
ノ

ー
例
）
を
除

い
て
、
「
ア
キ

ヅ
ヒ

レ
」
「
ア

マ
ツ
ヒ

レ
」
「
ア

マ
ヒ

レ

ガ
ク
リ

」
（
各

一
例
）

と

い
う
連
語

も
含
め
て

十
一
例
見
ら

れ
る
の
だ

が
、

そ
の
内
、
佐

用
姫
伝
説

と
か
か
わ

っ
て
歌

わ
れ

る
も
の

が
六
例
を

占
め
、
巻

五

の
松

浦
佐
用
姫
を
歌

っ
た
歌

に
集
中
し
て

い
る
。
巻
五

の
佐

用
姫

の
歌

は
大
納
言

と
し

て
帰
郷
す

る
旅
人

の
送
別
の
宴

に
お
い
て
憶
良
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が
献
呈
し
た
と
い
う
作
歌
事
情
が
推
定
さ
れ
て
い
る
（
全
注
）
。
そ
の
作
者
に
つ
い
て
は
、
用
字
法
か
ら
の
考
察
で
前
三
首
は
憶
良
の
作
で

は
な
く
、
後
二
首
が
憶
良
の
作
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
献
呈
は
七
夕
長
歌
の
詠
ま
れ
た
一
年
後
の
天
平
二
年

で
あ
り
、
七
夕
長
歌
詠
出
の
時
点
に
お
い
て
も
、
お
そ
ら
く
憶
良
周
辺
に
お
い
て
は
「
領
巾

語
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
憶
良
は
牽
牛
と
織
女
の
隔
絶
を
形
象
化
す
る
に
あ
た
っ
てゝ

　　 ｜

と
い
う
語
が
佐
用
姫
伝
説
を
連
想
さ
せ
る

佐
用
姫
伝
説
の
イ
メ
ー
ジ
を
引
き
込
ん
で

き
て
い
る
の
で
あ
り
、
中
西
が
長
歌
に
指
摘
す
る
海
の
イ
メ
ー
ジ
も
、
そ
の
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
。

反
歌
に
目
を
移
そ
う
。
反
歌
第
一
首
で
は

風
雲
は
二
つ
の
岸
に
通
へ
ど
も
我
が
遠
妻
の
言
そ
通
は
ぬ
（
八
・
一
五
二

こ

「
風
雲
」
が
織
女
の
い
る
彼
岸
と
自
分
の
い
る
此
岸
と
を
往
来
す
る
が
、
織
女
星
は
通
っ
て
来
な
い
、
と
歌
わ
れ
る
。
第
二
首
目
が
天
の
川

を
石
埋
で
も
投
げ
越
せ
そ
う
な
極
め
て
狭
小
な
川
と
す
る
こ
と
で
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
逢
え
な
い
と
い
う
嘆
き
を
強
調
す
る
の
と
同
様
な

構
成
を
持
っ
て
い
る
の
だ
が
、「
風
雲
」
が
通
う
こ
と
が
妻
と
言
葉
を
交
わ
す
こ
と
の
で
き
な
い
嘆
き
の
反
措
定
と
な
ぜ
な
り
得
る
か
の
説

明
は
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
万
葉
集
中
「
風
」「
雲
」
を
歌
っ
た
例
は
多
数
見
ら
れ
る
が
、
「
風
雲
」
と
連
語
で
用
い
る
例
は
大

伴
家
持
の
挽
歌
、

I
e

一

・

●

・

ひ
な
離
る
　
国
を
治
む
と
　
あ
し
ひ
き
の
　
山
河
隔
て
　
風
雲
に
　
言
は
通
へ
ど
　
直
に
逢
は
ず
　
日
の
重
な
れ
ば
　
…
…

（
十

九
・
四
二
I

四

）

に
見

ら
れ
、
「
風
雲

」
が
言

を
通
わ
せ

る
媒

体
と
し

て
歌
わ
れ
て

浦

嶋
子
伝
説

の
用
例

い
る
。
万
葉
集
以
外
の
「
風
雲
」
の
用
例
で
は
、
丹
後
国
風
土
記
逸
文
の

嶋
子
、
問
ひ
け
ら
く
、「
人
宅
遥
遠
に
し
て
、
海
庭
に
人
乏
し
。
い
づ
れ
の
人
か
忽
に
来
つ
る
」
と
い

を

と

め
　
　
　

ほ

ほ

ゑ
　
　
　
　
　

こ

た

へ

ば

、

女

娘

、

微

咲

み

て

対

へ

け
ら
く
、
「
風
流
之
士
、
独

蒼
海
に
汎
べ
り
。
近
し
く
談
ら
は
む
お
も
ひ
に
勝
へ
ず
、
風
雲
の
就
来
つ
」
と
い
ひ
き
。
嶋
子
、
復
問

四

七



四
八

ひ
け
ら
く
、
「
風
雲
は
何
の
処
よ
り
か
来
つ
る
」
と
い
へ
ば
、
女
娘
答
へ
け
ら
く
、
「
天
上
の
仙
の
家
の
人
な
り
。
請
ふ
ら
く
は
、
君

な
疑
ひ
そ
。
相
談
ら
ひ
て
愛
し
み
た
ま
へ
」
と
い
ひ
き
。

が
注
意
さ
れ
る
。
右
の
浦
嶋
子
の
例
は
、
古
典
大
系
『
風
土
記
』
の
頭
注
に

神
仙
境
を
風
雲
の
彼
方
と
し
、
神
仙
は
風
雲
に
乗
っ
て
飛
行
す
る
と
い
う
に
よ
る
詞
。

と
あ
る
の
が
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
浦
嶋
伝
説
の
最
後
に
付
さ
れ
た
五
首
の
歌
謡
の
第
一
首
、

常
世
べ
に
　
雲
立
ち
わ
た
る
　
水
の
江
の
　
浦
嶋
の
子
が
　
言
持
ち
わ
た
る

に
お
い
て
も
、
雲
が
「
常
世
」
と
言
葉
を
通
わ
せ
る
手
段
と
し
て
歌
わ
れ
て
い
る
の
を
見
る
。
す
な
わ
ち
、「
風
雲
」
は
異
境
と
の
交
通
・

通
信
の
手
段
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
家
持
の
挽
歌
に
お
い
て
も
、
都
と
越
中
と
を
異
界
と
し
て
歌
う
こ
と
で
隔
絶
を
強
調
す
る

た
め
に
「
あ
し
ひ
き
の
　
山
河
隔
て
　
風
雲
に
　
言
は
通
へ
ど
　
直
に
逢
は
ず
」
と
歌
わ
れ
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
憶
良

の
七
夕
長
歌
の
反
歌
に
お
い
て
も
、
天
の
川
に
隔
て
ら
れ
た
二
つ
の
岸
が
異
界
と
し
て
歌
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

反
歌
二
首
目
で
は
天
の
川
を
石
傑
で
も
投
げ
越
せ
そ
う
な
極
め
て
狭
小
な
川
と
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
な
の
に
逢
え
な
い
と
い
う
嘆

き
が

強
く
歌

わ
れ
る
。
「
た
ぶ
て
」
と

い
う

具
象
的
な

素
材
を
用

い
て
い
る
た

め
に
、
そ
の
距

離

の
近

さ
は
実
感
を

伴

っ
て

迫
っ
て
く

る
の
だ

が
、

そ

の
よ

う
な
狭
小
な
川

を
隔
て

て
逢
え
な

い
恋
と
は

、
現
実
の
恋
で

は
あ
り
え
な

い
で
あ
ろ
う

。
従
来
第
四

句
の
「

か
も
」
は
「
そ

れ

が

間
を
隔

て
て

い
る
か
ら
か
、
何

と
も
渡

る
術
の
な

い
こ

と
よ
。
」
（
古

典
体
系
）
、
「
そ
の
天
の
川

が
距

た
つ
て

ゐ
る
か
ら
こ

ん
な
に
ひ

ど
く

せ
ん
す

べ
の
無

い
事
で
あ
ら
う

か
。
」
（
滓
浪

注
釈
）

な
ど
、
疑
問

と
解
し
て
解
釈

さ
れ
る
こ
と

が
多
か

っ
た

が
、
反
歌

一
首
目
に

お
い
て

天

の
川
の
両

岸
が
通
行

の
許

さ
れ
な

い
異
界
と
し
て

設
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
を

考
え

合
わ
せ

る
と
、
こ

の
「
か
も
」

は
反

語
と
考
え

、
距

離
に
関
係
な
く

運
命
的
に
妻

に
逢
う
こ

と
の
で
き

な
い
牽
牛

の
嘆
き

が
歌
わ

れ
て
い
る
と
考
え

る

べ
き
で

あ
ろ
う
。

こ

の
よ
う

に
見
て
く
る

と
、
憶
良

の
七
夕
長
反
歌

が
、
様

々
な

伝
説
歌
、

伝
承
歌
な
ど

の
表

現
を
取
り

込
む
こ
と

に
よ

っ
て
伝

説
歌
と
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し
て
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
こ
よ
う
。
憶
良
の
織
女
歌
が
逢
仝
当
夜
に
か
か
わ
っ
て
歌
わ
れ
、
宴
席
の
興
趣
の
歌
と
し
て

の
性
格
を
強
く
持
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
憶
良
の
牽
牛
歌
は
、
織
女
歌
同
様
宴
席
で
披
露
さ
れ
な
が
ら
も
、
長
歌
を
典
型
と
し
て
、
一
年

を
通
じ
て
天
の
川
を
隔
て
て
逢
え
な
い
牽
牛
・
織
女
の
「
伝
説
」
を
歌
う
と
い
う
、
伝
説
歌
と
し
て
の
性
格
を
よ
り
強
く
持
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

七
　

む
す
び

憶
良
は
七
夕
歌
詠
作
に
当
た
り
、
人
麻
呂
歌
集
七
夕
歌
の
伝
統
に
依
り
な
が
ら
も
、
そ
れ
と
は
異
な
る
方
法
に
よ
っ
て
漢
土
伝
来
の
伝

説
を
和
歌
に
詠
む
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
方
法
と
は
、
周
辺
に
普
遍
的
に
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
伝
説
歌
、
伝
承
歌

の
利
用
で
あ
り
、
ま
た
、
当
時
の
宴
席
に
お
い
て
流
行
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
男
性
に
よ
る
女
性
の
立
場
で
の
歌
の
方
法
で
あ
っ
た
。
憶

良
の
方
法
は
、
和
歌
世
界
の
伝
統
と
普
遍
性
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
憶
良
以
後
、
和
歌
世
界
に
七
夕
歌
が
強
固
な
伝
統
と
な
っ

て
根
付
い
て
行
く
の
は
、
そ
う
し
た
憶
良
の
方
法
の
性
質
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
人
麻
呂
歌
集
七
夕
歌
の
方
法
が
、
和
歌
世
界
に

お
い
て
は
あ
る
種
特
異
な
性
格
を
持
つ
方
法
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
憶
良
の
七
夕
歌
以
降
、
七
夕
歌
が
和
歌
世
界
に
根
付
い
て
行

く
こ
と
は
納
得
で
き
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
冒
頭
に
触
れ
た
「
七
夕
歌
憶
良
創
始
説
」
は
、
純
粋
に
編
年
的
に
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る

が
、
七
夕
歌
の
和
歌
世
界
へ
の
定
着
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
再
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

四

九



注

五
〇

（
1

）
　
大

久

保
正
「
人

麻

呂

歌

集

七

夕

歌

の
位

相

」（
『
万

葉

集

研

究
』
第

四

集

）
、
中

西

進
「

七
夕

歌

群

の
形

成

」（
『
万

葉

集

の

比
較

文

学

的

考
察

』
所

収

）
、
稲

岡

耕

二

「
人

麻

呂
歌

集

七

夕
歌

の
性

格

」（
『
万

葉

集

研

究
』
第

八

集

）
な

ど
。

（
2

）
　
森

本

治
吉
「
万

葉
集

、
、
成

立

」（
久
松

潜

一

編
『
日
本

文

学

史
　

上
代

』
）
。

（
3

）
　
土

居

光
知
「
比

較

文
学

と
『
万

葉
集

』
」（
『
古
代

伝
説

と

文

学
』
　
所

収

）
。

（
4

）
　
土

居
前

掲
（
注
3

）
論

文

。

（
5

）
　
粂

川
定

一
「
人

麿
歌

集

庚

辰

年

考
」（
『
国

語
国

文
』
第

三
五

巻

一

〇

号
　
S
4
1

・
1
0
）
。

（
6

）
　
養

老

八

年

は
二

月

に
聖

武
天

皇

の
即

位

に

よ

っ
て

神

亀

元

年

と

改

め

ら

れ
て

お

り
、
こ

の

あ
と

に

神

亀
元

年

七

月

七

日

の
七

夕

歌

が
記

さ

れ
て

い

る
こ

と

か
ら

、
代

匠

記

で

は

六

年

の

誤

り

か

と

さ

れ

、『
万

葉

考

』
で

は

七

年

と

改

め
ら

れ
て

い
る

。
ま

た
、
左

注

に
「
応

令

」
と
記

さ
れ

て

い

る
こ

と

か

ら

も
、
聖

武

の
東

宮

時
代

、
養

老

六
年

か
七

年

に

そ

の
令

旨

に
応

じ

て

作

ら
れ

た

歌

か

と
思

わ

れ

る
。

（
7

）
　
当

然
こ

こ
で

、
人

麻

呂

歌

集

以

外

の
七

夕

歌

の
大

部

分

を

占

め

る

巻

十

の

出

典
不

明

の

七

夕
歌

の
作

歌

時
期

の

問
題

が
生

じ

る

。
作

者

、
出

典

が
不

明

で

あ

る
か

ら

に

は

そ

れ

ら

の

歌

が
こ

こ
で

い
う

空

白

の
時

期

に
作

ら

れ

な

か

っ
た

と

い
う

保

証

は
な

い
。
だ

が
、
通

説

に

従

っ
て

天

平

期
を

中

心

と
し

た
奈

良

朝

の
作

と
し

て

お

く

べ
き

も

の
と

考
え

る

。

（
8

）
　
大

久

保
前

掲
（
注
1

）
論
文

。

（
～

）
　
a

大

浦

誠

士
「

七

夕

歌

と
七

夕

語

彙

－

タ
ナ

バ
タ

ツ
メ

ー
ヒ

コ

ホ

シ

の
形

成

と

定
着
－

」（
『
上

代

文

学

』
七
三

号
　
H
6

・
5

）
、
b
同
「
人

麻

呂

歌
集

七

夕
歌

考

卜

非
現

実

表

現

と

ひ
と

り

の
抒

情
－

」（
『
国

語
と

国

文
学

』
第

七
三

巻

八

号
　
H
8

・
8

）
。

（
1
0）
　
大

久

保
前

掲
（
注
1

）
論
文

。

石

）
　
大

久

保
前

掲
（
注
1

）
論
文

は

坂

上
郎

女

の

佐

保
川

の
小
石

ふ
み

渡

り

ぬ

ば
た

ま

の

黒
馬

の
来

夜

は
年

に

も

あ
ら

ぬ

か
（
四

・
五

二
五

）

を

小

島

憲

之
「
万

葉

集

七

夕

歌

の
世

界
」（
『
万

葉

集
大

成
』
巻

九

）
の

い
う

漢

語
「
一

年

」
の
翻

訳

語
「

年
」
か
ら

七

夕
を

思

い

浮

か

べ
て

の
作

に
挙

げ

る

が
、「
年

に

も

あ

ら

ぬ

か
」
は
「
一

年
中

ず

っ
と

で
あ

っ
て

欲
し

い
も

の

だ
」（
全

注

）
と
解

釈

せ

ざ

る
を

得

ず

、
七

夕

歌

の
「
年

」
と

は
同

一
に

扱
え

な

い
。

（
1
2
）
　
極

力

牽

牛

の

立

場

と

織

女

の

立

場

と
を

区

別

す

る
よ

う

に
努

め

た

が
、
現

在

の

と

こ
ろ

明

確

に
示

し

え

な

い
も

の

に

つ

い
て

は
「
当

事

者

」
と

し

て
記

し

て

あ

る

。
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へ
八

へ

1
3）
　
稲
岡
前
掲
（
注
1
）
論
文
。

1
4）
　
出
典
不
明
七
夕
歌

の
織
女
歌
へ
の
偏
り
は
既
に
服
部
喜
美
子
「
万

葉
集
七
夕
歌
小
考
、
、
特
に
七
夕
の
月

の
歌
、懐
風
藻
七
夕
詩
と

の
接
点
、
渡
来
人
と
の

か
か
わ
り
な
ど
、
、
」（
『
万
葉
集
研
究
』
第
十
集
）
に
よ

っ
て
も
指
摘
さ
れ
て

い
る
の
だ
が
、
そ
の
原
因
を
七
夕
伝
説
と
七
夕
歌
の
享
受
層

が
女
性
を
も
含
め
た

場
に
拡
大
し
た
こ
と
に
よ
る
と
す

る
こ
と
に
は
賛
同
し
難
い
。

1
5）
　
⑦

は
「
代
匠
記
」
に
「
何

時
来

ム
ヤ
来

ジ
ヤ
ノ
伺
得

ガ
タ
キ
ナ
リ
」
と
言
い
、「
古
義
」
も
「
牽
牛

の
も
と
に
侍
従
ひ
が
た
し
」
と
い
っ
て
、
織
女
の
立
場
と
し
、

略
解
に
は
「
川
瀬
を
う
か
ゞ
ひ
渡
が
た
き
と
い
ふ
也
」
と
あ
り
、
牽
牛
の
立
場
の
歌
と
し
た
。「
さ
も
ら
ひ
難
し
」
の
解
釈
は
難
し
い
が
、
滓
浪
氏
が
「
注
釈
」
に
、

心
16

W

べ
17

W

心
18

W

へ
19

心

へ
20

心

へ
21

W

心
22

W

へ
23

W 「
さ
も
ら
ふ
」
を
、
同
じ
く
七
夕
歌
の
「
妹
に
逢
ふ
　
時
さ
も
ら
ふ
と
　

立
ち
待
つ
に
」
に
よ
っ
て
、
様
子
を
見
守
っ
て
時
を
待
つ
意
に
解
釈
し
て
い
る
の
に
従

い
、牽
牛
の
立
場
と
考
え
る
。

稲
岡
前
掲
（
注
1
）
論
文
。

村
山
出
「
七
夕
歌

と
憶
良
」（
『
国
語
国
文
研
究
』
五
十
号
　
S
4
7

・
1
0

）
な
ど
。

村
山
前
掲
注
1
8論
文
。

服
部
前
掲
注
1
5論
文
。

鈴
木
日
出
男
「
女
歌
論
」（
『
日
本
の
文
学
』
第
五
集
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～

折
口
信
夫
「
水
の
女
」（
『
折
口
信
夫
全
集
』
第
二
巻
）
。

中
西

進「
風
土
の
な

い
詩
人
」（
『
世
界
』
　
S
5
1
・
5

）
。

中
西
前
掲
（
注
2
2）
論
文
。

（
2
4）
　
稲

岡
耕

二
「
憶

良

の
梅

花

歌

と

七
夕

歌

の

背

後
」（
『
武

蔵

野
文

学

』
一

七
号

）
。

（
2
5）
　
中
西

前

掲
（
注
2
2
）
論

文

。

（
2
6）
　
大

浦
前

掲
（
注
9
a

）
論

文

。


